
●　３月の相談受付件数は、２９０件で〈表１〉のとおりです。前年同月（３２９件）と比べ、３９件の減少です。

●　総相談受付件数のうち、「不当請求」と判断される相談は１３件で、前年同月（１４件）と比べ、１件の減少です。

●　相談の多かった商品・サービスは、〈表２〉のとおりです。第１位は｢商品一般｣で、以下「化粧品（全体）」、「不動産貸借」、「インターネット

　 　接続回線」、「健康食品」となっています。

〈表１〉

うち
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〈図１〉 年代別相談件数 〈表２〉 商品・サービス上位５品目

　・令和５年度に県消費生活センターで受け付けた相談の件数は３，４６３件で、前年度（３，４７０件）に比べ７件の減少です。<表１>

　・契約当事者の年代別相談件数は、＜図１＞のとおりです。昨年度に比べ、年代が上がると相談件数が増える傾向は変わりません。各年

  　代の相談件数は７０代が約２５％増加となっている他は、ほぼ横ばいの傾向です。

　・相談の多かった商品・サービスは、＜表２＞のとおりです。役務その他サービスが約３１％増加となっています。
　

＜表１＞　年度別相談件数 　　＜図１＞　年代別　相談件数

＜表２＞　商品・サービス上位５品目　相談件数

《令和５年度の相談の概況》

　県ホームページ　https://www.pref.niigata.lg.jp/site/shohiseikatsu/

前年同月 件　数 3139 144 23

915 2051262累計 48件　数 251214 203 0 373,463 3,291 196

166 2 122 1319 1 0

新潟県消費生活センター
令和６年４月３０日

令和６年３月分の消費生活相談の概況

区　分

総相談件数

●　契約者の年代別相談受付件数は、〈図１〉のとおりです。７０代以上が一番多く７５件、以下５０代が４１件、６０代が３６件、４０代が２６件、

販売購入形態別相談件数
危害・危険

(再掲)
不当請求

(再掲)

　　 ３０代が１５件、２０代が１５件、１０代以下が１１件の順です。

３月
0件　数 290

329 110 17 012 1

103275 31

43308

500

11 15 15
26

41 36

75 71

0

50

100

１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 不明

件
数

困ったときや何かおかしいな思うときは、お近くの消費生活センター、消費生活相談
窓口または消費者ホットライン（局番なしの「１８８」）へご相談ください！

347 416
263 211
113 129
110 119
98 110

不動産貸借

健康食品

役務その他サービス

R４年度
商品一般（架空請求ハガキ等）

R５年度
商品一般（架空請求ハガキ等）

化粧品（全体）

健康食品

役務その他サービス

工事・建築

化粧品（全体）

　　    　（件）

R３年度 R４年度 R５年度
前年度比
（R５/R４）

相談件数 3,418 3,470 3,463 △7 (0.2％減)

順位 件数

1 　商品一般 36

2   化粧品（全体） 15

3   不動産貸借 11

3 　インターネット接続回線 11

5 　健康食品 9 　健康食品の訪問販売など

主な内容

　特定できない商品(架空請求ハガキ･メールなど含む)

商品名等

　賃貸アパート・借家など

　メイクアップ、頭髪用、基礎化粧品など

　インターネット回線等の料金・サービスの内容など


